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◆園芸産地の振興に向けて
◆農薬の適正使用について

◆農業短期大学校研修の御案内
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１ 使った農薬の記帳
使用月日・希釈倍率・使用量等農
薬の散布実績を正確に記録してく
ださい。

２ 使った器具の洗浄
使った農薬が器具に残らないよう
防除器具(タンク、ホース、防護服
等)を使用後すぐに十分に洗浄し、
廃液は適切に処分しましょう。

研修名 開催時期 対象者・要件

トラクタ免許取得
第3回 11/8～12
第4回 11/16～19

第3回 年齢60歳以上(要普通免許)
第4回 年齢60歳未満(要普通免許)

トラクタけん引免許取得 第3回 11/30～12/3
福島県に現住所がある農業者
要大型特殊自動車免許（農耕車限定以上）

農業機械研修(9月1日から募集)

※研修の詳細、応募状況等については福島県農業総合センター農業短期大学校研修部のホームページにてご確認ください。

（アドレス： http:/ /www.pref.fukushima.jp/ nougyoutandai/kens/kensyuu1.htm）

事務所は郡山合同庁舎の２階です。お気軽にお越しください。

注意！
農薬の適正使用について

農産物の農薬残留基準超過の事例が毎年発生しています。
農薬を使う際には、以下のことに注意してください。

農薬を使うとき 農薬を使った後

平成22年度の県中農林事務所農業振興普及部の体制

なお、農薬の登録情報は変わりますので、最新の登録情報は（独）農林水産消費安全技術センターの

「農薬登録情報速報」で確認してください http://www.acis.famic.go.jp/searchF/index/index.html

１ ラベルの確認
適用作物・希釈倍率・使用量・使
用時期・使用回数等をよく確認し
てください。

２ 農薬の飛散防止の対策
ネットや遮蔽作物の活用、噴霧圧
の調節やドリフトの少ないノズル
に交換等で飛散防止を。



きゅうり、アスパラガス、トマトの施設導入、日本なしの

園地整備等のため、補助事業を活用してみませんか？

園芸産地の振興に向けて

スケジュール

予算確保の関係上、来年度導入を希望する方は7月末頃までに、お早めに関係

機関（ＪＡ、市役所など）に御相談くださるようお願いします。

（例えば、これからアスパラガスのハウス導入を希望する場合、原則として

平成23年度の事業実施に向けた要望となります）

平成22年度産地生産力強化総合支援事業（園芸関連）メニュー

今､郡山では｢きゅうり｣が静かなブームに
郡山市、特に多田野地区ではきゅうりの新規栽培者が年々
増加してきています。
この動きを受け、昨年、きゅうりの新規栽培者への生産技
術対策支援として定期的指導会をJA郡山市とともに多田野支
店管内で8回開催し、きめ細やかな技術支援を行いました。

平成22年度も｢ステップアップセミナー｣として新規栽培者
向けの指導会を開催します。お気軽にお問い合わせください。

きゅうり産地担い手の経営安定のために
平成22年3月9日に開催した｢県中地方きゅうり振興セミナー｣
に、県中管内のきゅうり生産者172名が参加しました。
きゅうり経営を見ると10年前と比較し、単価や収穫量は変
化していないにもかかわらず、肥料や農薬等の資材価格高騰
により生産コストがかかり、手取り額が減少してきています。
このことを踏まえ、全農福島東日本園芸販売事務所一条氏
からは販売戦略について、県農業総合センターの木村技術移
転科長からは経営戦略について講演をいただき、栽培事例と
してJA伊達みらい佐藤氏の｢雨除け栽培｣及びJAすかがわ岩瀬
吉村氏｢遅まき栽培｣の発表により、今後手取りを増加させる
ためのポイントを学べた有意義なセミナーになりました。

今｢きゅうり｣に熱い視線が！！

多田野支店管内での定期指導会の様子

県中地方きゅうり振興セミナーの様子

｢土壌分析による適正施肥(特に連作ほ場は実施する)｣
｢害虫の耕種的防除に努める(ソルゴーの利用やシルバーマルチ、シルバーテープによる
アブラムシ回避)｣
｢病害の発生前防除で農薬代の削減を図る(治療効果のある農薬は高値傾向)｣

露地栽培の長期出荷・・上記｢収穫量をアップさせる｣参照
天候不順の影響を受けにくい・・｢雨除け栽培｣の導入検討
作型分化を検討・・｢トンネル＋遅まき｣｢露地＋遅まき｣

箱単価向上のため
皆で規格を守る

なるべく連作をしない
健苗を好天時定植し、活着までは株元かん水を行う
病害での早期枯死回避。｢排水対策の徹底｣､｢土壌病害対策｣､｢褐斑病、炭疽病は予防防
除(2回に1回は銅剤散布)｣
草勢維持。｢こまめな葉かきにより新しい芯へ直射日光を当てる｣｢生育に応じたかん水､追肥｣
長期出荷できる｢雨除け栽培｣の検討｡(露地栽培単収10t/10a→雨除け栽培反収14t/10a)


